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聴力を補うために使用する補聴器。耳掛け型やイヤホン型など
多種多様なモデルが販売されているが、視力を補うメガネと違って、
装着していることが分からないような目立たないデザインがほとんどだ。
補聴器は見せずに隠すもの……そんな業界の“当たり前”を打ち破ったのが
アート補聴器「十

と

彩
いろ

」の松島亜希さん。
ネイルアートのような華やかな装飾を施した
補聴器用アートカバーは幅広いユーザーの注目を集めている。

補聴器を
あえて隠さず
目立たせる

補聴器にテープで貼り付けて使用
するアートカバー。図案や色の自
由度が高く、それぞれがオリジナ
ルのデザインを楽しんでいる。

補聴器に貼り付けて使用する樹脂製のカバーのこと。補聴器は形
状やサイズが様々なので、アート補聴器「十彩」では最初にカバー
を付けたい補聴器を型取りする。その型を使って、樹脂を加工して
土台を制作し、その上に個性豊かなアートを施す。色や柄を自由に
決められるだけでなく、ネイルアートのようにラインストーンや
チャームを付けることも可能。補聴器販売店でノイズ低減用のイ
ヤーモールド（耳栓）をおそろいで作る人もいる。

アートカバー
とは
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補聴器に向けられる視線を
対話に変えたキラキラ光るシール

「ほら、そんなふうに見ないの！」

　子どもたちは無邪気に補聴器を見つめる

が、大人たちはその振る舞いをたしなめ、補

聴器を触れてはいけないものとして教える。

　先天性難聴で1歳半のときから補聴器を

装着する松島亜希さんは、そんな場面を何

度も経験してきた。もちろん大人がそう対

応する理由もよく分かる。そもそも他人に

好奇の目を向けることは好ましくないし、補

聴器が見えないように髪で隠すユーザーも

多い。そうした心理を反映しているのか、市

販の補聴器は耳に隠れるくらい小型かつ皮

膚になじむ色のものがほとんどで、「見せな

いもの」「隠したいもの」という前提でデザ

インされている。

　松島さんが代表を務めるアート補聴器

「十
と

彩
いろ

」のアートカバーはその真逆。あえて

補聴器を目立たせるための装飾品だ。ネイ

ルアートのように色やデザインが豊富で、

耳にかけているとアクセサリーのように個

性を発揮する。この着想を得たのは学生時

代、ボランティアとして子どものアウトドア

活動を支援していたときのことだった。

「私にとって補聴器は大切な身体の一部で

すから、子どもたちから聞かれるのは嫌で

はないし、むしろなぜ補聴器が必要なのか

をもっとみんなに知ってもらいたいと思っ

ていました。それで、あえて補聴器にキラキ

ラと光るネイル用シールを貼ってみたら、

子どもたちが『かわいい』『これは何？』と集

まってきて、話すきっかけができました。『ぼ

くも着けてみたい！』と言った子どもがいた

ので、安全な範囲で試してもらったりして、

楽しい時間でした」

　実は、難聴は身近な存在だ。先天性難聴

は新生児1000人に1人と、生まれつきの

疾患の中でも相当確率が高い上に、事故や

けがによる後天性難聴や、加齢に伴う老人

性難聴などもある。しかし、差別や偏見、特

別な目を向けられる可能性は否定できず、

実際、一般的な大人の反応は前述のとおり

だ。松島さんはそんな世間の“当たり前”を

変えたいと考えている。

「補聴器を着けることは何も特別なことで

はありません。目がよく見えないからメガネ

をする、コンタクトレンズをする、といったよ

うに誰にとっても身近なことです。友達が素

敵なメガネをかけていたら『それ、いいね』

と声をかけますよね。補聴器もそのくらい

気軽に、話題にできるようになったらいいな

と思っています」

ネイルアートと似て非なるもの
精密機器ならではの難しさ

　子どもたちと補聴器について話すきっか

けになった光るシール。松島さんは社会人

になってからもボランティア活動の際に活用

アート補聴器「十
と

彩
いろ

」
代表 松島亜希（まつしま・あき）さん
先天性難聴で1歳半のときに補聴器ユーザー
となる。幼いころから教育に関心があり、学生
時代は子どもたち向けの野外活動ボランティ
アを経験。2018年、野外活動を通じてユニ
バーサルな場づくりを提供する自然塾「いこ
ろ」を設立。長年にわたる子どもたちとのかか
わりに着想を得て、補聴器を魅せるアートカ
バーのアイデアを思いつき、2019年から制
作・販売を開始。現在はプロのネイリストや
補聴器ユーザーとともにアート補聴器「十彩
（といろ）」を運営する。

していたが、時間経過とともにシールは端か

らめくれてしまう。また、不祝儀の場にはそ

ぐわないので、剝がして捨てるしかなかっ

た。どんなにお気に入りのシールでもいった

ん剝がせば、二度と使えない。「スマホカ

バーのように着脱できたらいいのでは」と思

いついた松島さんは早速材料を買いに行

く。ところが、これが想像以上に難しかった。

「市販のネイル用品を独自の方法で組み合

わせたものを両面テープで貼ってみたので

すが、補聴器と形が合わず、すぐに取れてし

まいました。しっかりと密着させて補聴器と

一体化できる方法はないかと、いろいろな

素材を試す中で、補聴器にマニキュアが付

着し、外装が溶けてしまったんです」

　補聴器は精密機器ゆえに高額で、数十万

円以上するもの。ここで補聴器が故障して

は元も子もない。松島さんは補聴器のプロ

に、これまでの試行錯誤から生まれた着脱

式のコンセプトと作り方の素案を伝えて形

にしてもらった。

よさこい情報とともに発信した
補聴器カバーがSNSで話題に

　補聴器用カバーの第1号は、よさこい

チームの衣装のデザインに合わせた。実

は、松島さんは2006年から大阪府箕面

市・池田市を拠点に活動するよさこいチー

ム、よさこい連「わ」で踊り子として活動して

いる。

「補聴器があるとはいえ、みんなと同じよう

に音楽が聞こえるわけではありません。そ

の分、しっかりと練習して動きを覚えれば、

リズムに合わせて踊ることができます。チー

ムのみんなとピシッと決まると気持ちがい

いですよ」

　何事にも臆さず挑戦するのは松島さんの

性格だ。小学校はろう学校や難聴学級とい

う選択肢もあったが、松島さんは一般学級

への進学を希望し、家族もその決断を尊重

した。

「そのときは5歳にして『世界を狭くしたく

ない』と考えていました。私は常に周囲の人

と『違う』ことが大前提の世界に生きてきた

ので、今でも人と『違う』ことは怖くないし、

むしろ『違う』ことこそが、この世で一番素

晴らしいことではないかと思っています」

　補聴器用カバーの画像は松島さんのメッ

セージとともに、SNSで拡散していく。コメ

ント欄には「こんな補聴器、見たことない！」

「かわいい、私も欲しい」という声が寄せら

れ、松島さんはカバーを多くの人に届けた

いという思いを強くしていった。

なぜ補聴器を着けているのか、もっと  広く知ってもらいたい

上）左右の補聴器をあえて違う色に
するのもおしゃれ。 右）メガネのイ
ラストが個性的。

装いに合わせて選べるのがアートカ
バーの魅力。

右上）深い色調とメタリックな質
感にこだわり。 中）絵本のよう
なイラストの人工内耳用アート
カバー。 下）依頼主の大好きな
ジンベエザメが主役のデザイン。
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プレゼント

本書を5名の方にプレゼントいたします。お名前、貴
社名・部署名、ご住所、電話番号、宛名ラベルに
表示されております8桁の登録番号をご記入の上、
4月末日までにご応募ください。厳正な抽選の上、当
選者ご本人に直接当選の連絡をいたします。なお、
アズビル社員ならびに関係者は応募できません。

印象別、年代別、色相別など全127項目のテーマで、3000選
以上の配色見本を掲載。文章、写真、イラストなどからイメー
ジが膨らみ、仕事や趣味などですぐに役立つ配色の教科書。
� SBクリエイティブ／1958円（税込）

プレゼント応募宛先
〒100-6419
東京都千代田区丸の内2-7-3 東京ビル
アズビル株式会社　azbil 編集事務局
TEL：03-6810-1006　FAX：03-5220-7274
E-mail：azbil-prbook@azbil.com

配色アイデア手帖
めくって見つける
新しいデザインの本
［完全保存版］

桜井 輝子（著）

2020年から「十彩」始動
これまでの失敗もすべてノウハウに

　2020年2月、松島さんはアート補聴器

「十彩」を立ち上げ、補聴器や人工内耳に装

着するカバーは「アートカバー」という呼称

で統一した。

「以前は口コミや紹介がほとんどでしたが、

最近は公式サイトからの申込みが増えまし

た。政府の国際広報サイトで紹介されたり、

兵庫県主催のひょうごユニバーサル社会づ

くり賞で表彰されたことなども追い風に

なっていますし、中でもテレビ出演の反響

は大きくて、制作が追い付かないほどです」

　アートカバーの制作はイメージの擦り合

わせから始まる。既存のデザインから選ぶ

こともできるが、手描きのイラストやイメー

ジを伝えれば、プロのネイリストがそのアイ

デアをもとにデザインを仕上げてくれる。

　続いては土台作り。補聴器はバリエーショ

ンが豊富で、同じ型に見えても操作ボタン

などの位置が逆だったり、カーブの角度が微

妙に異なっていたりする。アートカバーは補

聴器に密着していないと使用感が悪く、音

響に支障が出るため、様々な補聴器の「型」

を用意して土台を作り、アートを施す。

「型がない場合は型取りから始めますが、シ

リコン素材なので、補聴器を損傷する心配

はありません。重要なのは土台の厚みと

フィット性。補聴器の形状に合っていなかっ

たり、縁の処理が甘くて鋭利な部分が残って

いたりすると、装着時の違和感につながるだ

けでなく、けがの原因にもなります。これま

での失敗や試行錯誤、ユーザーから寄せら

れる声がすべてノウハウになっています」

初めてのデザインアワードを開催
伝えたいアート補聴器の可能性

　2020年夏、十彩は広くアートカバーの

デザインを募集する「irodori33アワード」

を開催した。公平性を期すために土台は共

通のものを使用し、応募者はその制約の中

で自由にデザインを考える。作品はすべて

公式サイトとSNSで公開。票を多く集めた

作品には「グランプリ」と「十彩賞」が贈られ

た。今後、アーティストと共創で商品化を目

指すという。

「補聴器を『魅せる』ことの可能性を知って

いただきつつ、間接的にでも難聴や補聴器

と向き合う機会が増えればと願って企画し

ました。応募は多くても30人くらいだと

思っていたら、100人を超える応募があり、

対応にてんてこまいでした（笑）」

　松島さんたちにとって何よりも嬉しかった

のは少しずつ世界が変わっていく手応えを

感じられたことだった。応募者のほとんどは

難聴や補聴器との接点がなかった人たち。

ある応募者は「補聴器ユーザーの身内を

想ってデザインした」と言い、別の応募者は

これを機に手話を学び始めたと言っていた。

　また、ネイリストの仕事をしている女性

は接客中の雑談でアワードの話をしたとこ

ろ、目の前の客が「実は私、補聴器ユーザー

なの。普段は見られたくないから髪の毛で

隠しているのだけれど、こんなふうにでき

るならすごくいい」と目を輝かせたそうだ。

その笑顔を見て「こんなにも喜ばれるのだ

と知って、涙が出そうになるほど感動した」

という。

自分たちが生きていく世界を
自分たちで変えていこう

　現在、十彩には松島さんの思いに共感し

た6人の仲間が集まっている。補聴器の専

門家やそのほかの協力者を含めると、関係

者は10人以上に上る。

　メンバーの1人、伊藤霞
かすみ

さんは中等度の

難聴だ。音がある程度聞こえるために難聴

であることの理解を得にくく、補聴器が嫌

でたまらなくなって何度もゴミ箱に捨てて

は拾うことを繰り返してきた。しかし、松島

さんの活動を知り「私も魅せて自慢したい」

と考え、十彩に参画。同じく補聴器ユーザー

である息子とペアで作ったアートカバーは

子どもたちにも好評で、隠そうと考えがち

な耳元を「魅せる」ことの意義を広く伝えて

いきたいという。

　一方、ネイリストの真田美枝子さんはこ

れまで補聴器との接点がなかったが、

「irodori33アワード」でアートカバーを知

り、自分でも描きたいと思った。それから難

聴や補聴器について少しずつ学び、現在は

アートの知識や技術を活かして応援したい

と考えている。

「この社会は『支援される人』と『支援する

人』に分かれているように見えますし、支援

を受けることは当たり前だと思う人もいるか

もしれません。でも、誰しも、ほかの誰かの

希望になれるはず。『支援される／する』と

いうポジショニングこそ、大きく変化を起こ

せる部分ではないでしょうか。十彩の活動を

通して、自分たちがこれからも生きていく世

界を、自分たちのチカラで変えていこうとい

うメッセージを伝えたいと思っています」

高齢化で増加が見込まれる
補聴器ユーザー

「irodori33アワード」グランプリに輝いた作品。

出典：国立研究開発法人 国立長寿医療研究センター
https://www.ncgg.go.jp/cgss/department/ep/topics/topics_edit33.html

一般に、成人健聴者が聞くことのできる最小音量の平均値を0
とした場合の、聞こえにくさの度合いを示した数値を聴力レベル
（dB）という。聴力レベルが25dB以上だと、小さな声やささや
き声が聞き取りにくいと感じる程度で、聴力平均値が良い方の
耳でも難聴と判定される。さらに、40dB以上だと普通の会話
で聞き取りにくさを感じる程度に。こうなると日常生活で支障
が出始めることから、WHO（世界保健機関）では成人で40dB
以上の場合は補聴器の使用を推奨している。国立長寿医療研
究センターが行った調査によれば、聴力レベルが40dB以上の
難聴者は加齢とともに増加し、70歳以上の男性だと5人に1人、
女性だと10人に1人に上ることが明らかになった。

支援をする人もされる人も、きっと誰  かの希望になれる 

既成のデザインから選
ぶことも、ユーザーが描
いたオリジナルのイラス
トから作ることも可能。

オーダーメードだからできる
アート補聴器「十彩」のこだわり

スワロフスキーを追加し
たり、イヤーモールドとお
そろいにしたりバリエー
ションも楽しめる。

補聴器や人工内耳の形
状に合わせて土台とな
るカバーから制作、様々
なタイプに対応可能。
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障などが発生した際、現場の教職員からの連絡

で修理対応等をしていましたが、設備の専門家

ではないため、その対応に大きな労力を費やし

ていました。2017年、区が同校の改築にあた

り、施設や設備の維持管理方法の見直しを検討

していたところ、アズビル株式会社の建物管理シ

ステム savic-netFX2compact™が導入され

ることになりました。2018年3月、アズビルが

遠隔から設備の状態を監視する施設（以降

BOSSセンター）に千代田区の担当者が訪れ、

アズビルの中央監視装置が導入されている建物

を通信回線で接続し、建物内にある設備の運

転・警報状態を監視する様子を見学しました。

「九段小学校にもアズビルの中央監視装置が入っ

ていることから、せっかくなら設備の状態監視や

省エネルギーも含めて、建物全体を管理できれ

ばと考えました」（宮鍋氏）

　九段小学校の中央監視装置をBOSSセンター

に通信回線で接続することにより、24時間365

日、いつでも遠隔で九段小学校にある設備の稼

働状況を把握し、不具合発生時にスムーズな対

応が可能となります。

「遠隔で建物の設備を監視してくれていれば、

建物側に設備を管理している人が常駐してい

なくても、急な設備故障にも対応できるため

安心です。人員配備のコストが抑えられるのも

地域の歴史を守りつつ
新しい教育環境を整備

　1903年（明治36年）に開校し、100年以上

の歴史を持つ千代田区立九段小学校と九段幼

稚園。東郷元帥記念公園に隣接し緑豊かな学習

環境の同校は、1926年（大正15年）に鉄筋コ

ンクリート建築の校舎となりました。人権尊重の

精神を基盤とし、国際的視野に立つ自主性、創

造性に満ちた人間教育を推進することを教育目

標に掲げています。

　2012年7月、校舎竣工から80年以上が経過

し老朽化してきたことから、新たな学習環境に適

応するために九段小学校と九段幼稚園を同居さ

せた複合施設を建設し、快適性や安全性を備え

た新しい校舎の整備を進めることになりました。

歴史的建造物でもあることから、地域住民や関

係者からは、建物を残してほしいとの声が寄せら

れ、コの字形に建てられた校舎の西側は旧校舎

の一部を利用し、北側と東側の校舎を新築する

形で新しい校舎が2018年9月に完成しました。

　千代田区で小学校施設を管理している子ども

部子ども施設課では、これまで設備や機器の故

「設備に詳しいプロが常に相談に乗ってくれた

り、対応してくれたりすることで学校の教職員、

区の担当者の負担が大きく軽減されました」（赤

石氏）

蓄積された設備運転データを
省エネルギーとコロナ対応へ活用

　アズビルから月に1度提出される報告書で設

備の稼働状態や警報回数などを確認することが

できます。これに加えて省エネルギーの観点か

らも設備運用の改善点などについて、半年に1

度の報告会で提案が行われています。

「夕方は給湯の使用量が少ないことが分かり、そ

の時間帯のコージェネレーションシステムの運

転を停止することでエネルギー効率の改善を実

現しました。状況の感覚的な把握だけでは分か

らない部分を具体的に指摘してもらえるところ

が大きなポイントです。電力量では、使用量の

ピークの時間帯も見える化されたので、それに

合わせて設備の運用を工夫し、建物全体の電気

代も抑えられました」（赤石氏）

　2020年3月ごろから新型コロナウイルスの

感染拡大があり、学校側から児童の保護者へ感

染対策として換気量の報告などもされていま

す。

「授業中や休み時間には窓を開けるなどの運用

を行っていますが、中央監視装置で集中管理を

行っているので、実際には窓を開けなくても必

要な換気量が確保されています。児童の保護者

には、換気量のデータなどを示して、安心してい

ただくように対応しています」（赤石氏）

　千代田区の小学校は現在8校あり、そのうち

の6校は複合施設という位置づけで中央監視装

置が導入されています。残りの2校についても

メリットだと思いました」（赤石氏）

施設担当者の負荷を減らしながら
地域にも安全・安心な施設へ

　旧校舎の空調は、各教室に設置されたエアコ

ンで個別に行われていましたが、新校舎では、

savic-netFX2compactで建物全体の空調を

中央集中型で運転・管理しています。この中央

監視装置とアズビルのBOSSセンターを通信回

線で接続し、2018年9月の校舎落成とともに

アズビルの総合管理サービス BOSS-24™の

サービスが開始されました。一般的な遠隔監視

システムでは、設備の故障も建物の一括警報と

して認知しますが、アズビルのBOSS-24では、

建物側に設置された中央監視装置が管理してい

る設備ごとの状態・警報を監視することができ

るため、不具合の原因をすぐに特定することが

できます。

　2019年の台風19号では記録的な豪雨のた

め、新しい施設にもかかわらず漏水被害が発生

し、分電盤から漏電警報が発せられました。

「従来は不具合箇所特定のために現場で1点ず

つチェックしていく作業を行っていましたが、

BOSSセンターから的確な不具合箇所の連絡

があったことから、即時一次対応を行った後、修

理業者を手配しました。翌日の学校運営に大き

く影響することなく、迅速な修理対応をすること

ができました」（亀田氏）

　区内の小学校は災害発生時の緊急避難所に

指定されており、常に区民を受け入れられる状

態を維持する必要があります。子供たちの安全

性・快適性の確保はもちろんのこと、災害発生

時には地域の方たちの安全・安心も守らなくて

はならない施設となっています。

100年以上の歴史を持つ千代
田区立九段小学校と九段幼稚
園。竣工から80年以上が経過
し老朽化が進んだ校舎の建替
えを機に、空調の集中管理を
導入しました。遠隔から監視が
可能なアズビルのBOSSセン
ターと建物の中央監視装置を
接続。建物側に設備を管理し
ている人が常駐していなくて
も、24時間365日、建物の状態
が見守られています。不具合発
生時に迅速に対応できる体制
を構築し、省エネルギーや新型
コロナウイルスの対応など、快
適で安全・安心な学習環境を
提供しています。 

歴史的価値の継承と教育環境の向上を目指して
遠隔監視と省エネ施策で快適かつ安全・安心の学び舎へ

千代田区立九段小学校・幼稚園

※savic-net、FX2compact、BOSS、BOSS-24は、アズビル株式会社の商標です。

既に改修・改築の実施・計画がされており、これ

らの学校施設にも九段小学校・幼稚園のような

中央監視装置と設備管理の運用体制を構築する

ことが検討されています。

「今回のような安全・安心を子供や地域の人た

ちに提供できる仕組み、そしてより省エネルギー

につながる取組みについて、アズビルにはさら

なる提案を期待しています」（宮鍋氏）

九段小学校・幼稚園の施設全体の空調を中央集中型で管
理しているsavic-netFX2compact。この中央監視装置がア
ズビルのBOSSセンターと接続し遠隔から施設の設備の状態
を監視する。

設備の運転データを解析することで運転時間の見直しを行い
電力量削減につながったコージェネレーションシステム。施設
の屋上に設備が設置されている。

施設の象徴にもなっている煙突。地下にある体育館の空調は
地熱が利用されており、現在はその排気に使われている。

千代田区
教育委員会事務局
子ども部
子ども施設課　
施設係長
宮鍋 浩 氏

千代田区
教育委員会事務局
子ども部　
子ども施設課　
施設係
赤石 晃朗 氏

株式会社サービスエース
九段小学校学校設備員
亀田 昇 氏

所 在 地	：	東京都千代田区九段南1-2-1
事業内容	：	公立学校などの設置や管理、学校の組織

編成、教育課程、学習指導、教科書や教
材、文化財等に関する事務等の管理・執行

千代田区教育委員会事務局

中央監視装置

千代田区立
九段小学校・幼稚園

savic-net 
FX2compact

東日本BOSS・ホットラインセンター

●システム構成図
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貢献という取組みに、社内で注力してきていま

す。また、不動産投資信託の業界の中で、他社

との差異化を図り競争力を高めていくには、設

備管理コストの削減によって投資家様に対する

利益還元をいかに拡大していくか、いわゆる内

部成長をどう図っていくかが重要なテーマであ

ったことも背景となっています」（吉田氏）

現行設備を活用した改善策により
初期投資不要の省エネ施策が可能

　省エネ・省コストの実現に向け、東京海上ア

セットマネジメントは、ソリッドスクエアの竣工

時に中央監視装置を導入し、以来、システムの

維持・管理や更新といった保守サービスを通じ

て施設の運用を支えてきたアズビル株式会社

に相談。建物の特性を踏まえ、アズビルから提

案されたのが「省エネルギー保証サービス」で

した。

「建物の省エネ施策というと、通常は高効率な

空調・熱源機器への更新など、相応に規模の大

きな投資を伴うものになりますが、アズビルの

提案する省エネルギー保証サービスは、大きく

設備を更新することなく、既存設備の運用改善

によって省エネルギーを目指していくというも

のでした。初期投資が不要であることに加え、

定額の業務委託料で利用できる上、実績が光

熱費削減予定額を下回ってしまった場合は、ア

ズビルがその差額を負担する成果保証型でリ

スクを回避できるなど、ファンド物件という当施

設の特質とも極めて相性の良いものでした」

（吉田氏）

「竣工以来、アズビルには一貫して設備管理の

運用をサポートしてもらっており、2018年に

は中央監視装置を更新してさらに詳細な設備

の運転データの収集も可能になりました。当施

設の現場を熟知しているアズビルのデータを

社会的要請およびビジネス戦略上
施設の省エネルギーが重要なテーマに

　JR川崎駅に隣接する旧明治製菓 川崎工場

跡地の再開発に伴い、1995年5月に竣工した

ソリッドスクエア。このエリアでもひときわ目を

引く同施設は、24階建て高層オフィスビル2棟

からなり、地元企業のオフィス、川崎県民セン

ターや神奈川県パスポートセンター川崎支所と

いった県施設、スポーツクラブやホールが入っ

ています。また建物入り口にはガラスドーム屋

根と円形の池を持つアトリウムが広がっており、

市民の憩いの場所として日々にぎわいを見せ

ています。

　ソリッドスクエアは東京海上アセットマネジメ

ント株式会社を投資法人とするファンド物件で、

施設の賃料収入などの収益を投資家に配分す

るというスキームにより運営されています。同

施設において、資産価値および投資家からの評

価の向上を目的として取り組まれたのが、継続

的な建物のメンテナンスと併せた省エネルギ

ーのための施策検討でした。

「SDGs＊1などで示される持続可能な社会への

　そうした成果に加えて、アズビルのビル向け

クラウドサービスEM（Energy Management：

エネルギー管理）を利用することで、オフィスの

パソコンやタブレット端末からエネルギーの利

用状況等を逐次確認することができます。デー

タをダウンロードし、投資家に対する報告資料

の作成などにも活用されています。また、アズ

ビルの担当者からは省エネルギーに関する報

告が定期的に行われています。特に半年に1度

の報告会では、現時点での省エネ効果実績を

確認するとともに、次に行うべき施策について

共有されています。

「アズビルの担当者が、省エネ効果が出ている

ところ、逆に下がり幅が低い箇所について数字

を根拠にきちんと説明してくれるので、とても

納得感があります。これを受け、投資家様への

説明もスムーズに進めることができます。また、

建物に常駐する設備管理員のスキルによって、

建物ごとに省エネ効果や設備運用にばらつき

が出てしまいがちですが、アズビルにはメーカ

ーの立場から、各設備管理員へアドバイスをも

らえるので、均一的な状態を保つことができる

のは大きなメリットだと感じています」（吉田氏）

「当施設は、国の省エネ法＊2や川崎市の地球温

根拠にした提案や、行き届いたサービス体制に

は、大きな安心感がありました」（瀬川氏）

　アズビルは、過去1年分の運転データを基

に、年間約1,100万円のコスト削減を実現す

る施策を提案。ソリッドスクエアでは2019年8

月に省エネルギー保証サービスの採用を決定

し、2019年9月から2024年11月までを契

約期間とするサービスの利用をスタートさせま

した。具体的な省エネ施策としては、ガス焚き

と電動の熱源設備の運転効率を管理し、効率

の高い機器を優先的に運転するという運用改

善を行いました。また空調機回りでは、台数制

御や間欠運転制御を行うコントローラを導入

し、低負荷時における空気搬送動力の削減を図

っています。

「設備やその管理について豊富な経験と知識を

持ったアズビルの担当者が、設備の運転データ

などを精査した上で、季節ごとの運転スケジュ

ールや運転手順についてのアドバイスを現場

の設備管理員に行っており、スムーズに運用が

できる体制が整っています」（瀬川氏）

サービス契約上の目標値に対し
達成率154％のコスト削減効果

　このような施策を実施した結果、ソリッドスク

エアでは想定を大きく上回る省エネ効果を得る

ことができました。

「 サ ービ ス 利 用 の 第1期、第2期 に あ たる

2019年12月～2020年11月には、省エネ

対象設備のエネルギー削減率で23％を達成

し、金額ベースでは、ガス使用量の大幅削減を

中心に、電気、ガス合わせて2018年度比で約

1,700万円のコスト削減ができました。削減の

目標値は1,100万円で設定されていましたの

で、達成率は実に154％に上ります」（瀬川氏）

JR川崎駅西口エリアのランド
マークとしても知られるソリッド
スクエアでは、SDGsの取組み
で折から高まる省エネルギー
に向けた要請に対し、ファンド
物件という施設の特質とも相
性の良い、初期投資不要、成
果保証型のスキームによる省
エネルギーサービスを採用。
既存の熱源や空調の設備の
運用改善による施策の展開に
より、多大な省エネ効果を享受
し、施設運用コストの大幅削減
を実現しています。

初期投資不要、成果保証型スキームによる既存設備の運用改善で
ファンド物件の大幅な省エネ・省コストを実現

ソリッドスクエア

※savic-net、savic-net FXは、アズビル株式会社の商標です。

●省エネ対象設備の光熱費推移（2019年12月～2020年11月）

暖化対策推進条例の適用を受けていて、法制

度が定める報告義務を負っています。報告書の

作成もアズビルが支援してくれており、所管の

官公庁に対しても的確で品質の高い報告がで

きています」（瀬川氏）

　今後もソリッドスクエアでは、熱源、空調をは

じめとする設備のさらなるチューニングと運用

改善を図ってエネルギー利用効率を高めていく

ことで、なお一層の省エネ効果を追求していく

ことになります。

「竣工から一貫して当施設の管理をサポートし

てくれているアズビルには大きな安心感があり

ます。今後も物件を取得していく際には、こうい

ったメニューを積極的に取り入れていきたいと

考えており、アズビルの提案に大いに期待して

います」（吉田氏）
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施設のエネルギー使用量や設備の運転状況などの情報
は、アズビルの運営するクラウドサービス上に収集されて
おり、パソコンやタブレットの画面上でグラフなどを表示
し、確認や分析が行える。省エネ効果報告書もクラウド上
で自動生成されているため、省コスト効果について最新値
の把握が可能である。

2018年に更新を行ったアズビルの建物管理システム 
savic-net™FX2。施設全体の運用状況を一括管理して
いる。

＊1：SDGs（Sustainable Development Goals）
2015年の国連サミットで採択された、2016年から2030年
までの国際目標のこと。「誰一人取り残さない」持続可能で多
様性と包摂性のある社会を実現するための17のゴールと
169のターゲットが示されている。

＊2：省エネ法
「エネルギーの使用の合理化等に関する法律」。工場や事業
所が使用するエネルギー量（原油換算）によって「第一種エネ
ルギー管理指定工場等」（3,000kl/年以上）、「第二種エネル
ギー管理指定工場等」（1,500kl/年以上3,000kl/年未満）を
それぞれ指定し、エネルギー使用状況届出書、中長期計画
書、定期報告書といった法定書類の提出やエネルギー管理
統括者等の選任を求めている。

用語解説

東京海上
アセットマネジメント
株式会社
不動産投資運用部
マネージャー
吉田 明弘 氏

株式会社
第一ビルディング
ソリッドスクエアオフィス
副課長
瀬川 千絵 氏

所 在 地 ： 神奈川県川崎市幸区堀川町580
竣　　工 ： 1995年5月
施設概要 ： 地下2階、地上24階、高さ100m、延床面

積168,904㎡

ソリッドスクエア
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＊1：サービス
建物・プラント・工場などにおける設備やシステムに精通した
サービスエンジニアが最適運転、定期点検、保守を実施すると
ともに、緊急の問題に迅速に対応するだけでなく、遠隔地での
データ収集、リモートメンテナンス、収集したデータの解析、ソ
リューション提案まで幅広い顧客ニーズに対応している。
＊2：営業担当者からのご案内でリモート見学が可能。
＊3：BCP（Business Continuity Plan）
事業継続計画。災害などが発生した際に、企業が損害を最小
限に抑え、事業の継続や復旧を図るための計画。

※BOSS、BOSS-24は、アズビル株式会社の商標です。

低い警報に対しては現地に行くことなく、

遠隔で警報の復帰や対応を行うことも可

能です。例えば、排水槽で満水警報が発生

した場合でも、ポンプが正常に動作し排水

が行われていれば、現場で緊急対応をす

る必要はなく、様子を見る対応が可能で

す。また、地震発生時には水槽内の水面の

波打ちにより満水と減水の警報が繰り返

される場合があります。このように警報を

出している原因が特定できれば、その対処

の仕方も現象に応じて変えることができる

のです。アズビルでは、こうした豊富な事

例からノウハウを蓄積しており、出動した

場合も優先的に確認すべき項目を認識し、

迅速な対応を行うことができます。

　BOSSセンターでは、前述のような夜

間などのビル管理代行のほかに、ビルオー

ナーや設備員からの問い合わせにも対応

しています。BOSSセンターに連絡をいた

だくとお客さまの建物を担当している拠点

と連携し、設備やその管理について豊富な

経験と知識を持ったアズビルのエンジニ

アがお客さまのビルの管理をサポートしま

す。その対応のクオリティの高さもお客さ

まから信頼いただいているポイントです。

　近年、急速に進む日本の少子高齢化を

背景に、労働人口が減少し、技術者も不足

しています。高い技術や豊富なノウハウを

持った技術者の確保が難しく、コストも増

社の設備員がビルに常駐する形で、設備

などの運用を管理してきました。アズビル

が提供するサービスでは、常時設備員が

ビルにいなくても、遠隔からビルの運用状

態を監視することができます。そのため、

休日や夜間はもちろん、中小規模ビルで

設備員を配置できないところでも常に

BOSSセンターが監視し、警報発生時に

は、ビルオーナーやビル管理会社への連

絡、アズビルのサービス拠点のエンジニア

が現場に駆けつけて初期対応を行うと

いったサービスも提供しています。これ

により人的負荷の軽減やビル管理の夜間

無人化の対応が可能です。

お客さまの建物の価値向上を目指し
管理効率を考えたサポート

　一般的な遠隔監視サービスでは、ビル

内の設備に警報が発生した場合、ビル全

体の一括警報として通知されるので、警報

の原因特定のためには、現地へ赴き、設備

各所を1点ずつ確認する必要があります。

しかし、アズビルのBOSSセンターは、お

客さまのビルに設置された中央監視装置

と通信接続しているため、現地の中央監

視装置が管理している細かな機器の情報

まで遠隔から確認することができます。警

報発生時には遠隔からでもダイレクトに故

障の原因特定ができることから、緊急性の

BOSSセンター発足から36年
アズビルが目指すスマート保安

　アズビル株式会社の中核事業の一つで

あるビルディングオートメーション（BA）

事業では、BAシステム製品やソフトウェア

の開発、製造、販売から、計装設計、エン

ジニアリング、施工、メンテナンス、サービ

ス＊1に至るまでの一貫した体制で、オフィ

スビルをはじめとした様々な建物に「執

務・生産空間の創造」を提供し、建物の安

定運用とライフサイクルに合ったソリュー

ションの提案・実施による資産価値の維

持・向上を支援しています。

　1984年10月に、遠隔からお客さまの

ビルの設備を監視する施設であるBOSS

センターが東京に発足。以来36年、BA

サービス事業の大きな柱としてBOSSセ

ンターを中心とした総合ビル管理サービ

スBOSS-24™を展開してきました。アズ

ビルの中央監視装置が導入されているお

客さまのビルとBOSSセンターを通信回

線でつなぎ、昼夜を問わず遠隔からビル

の設備の状態を監視しています。またサ

ポート範囲を東日本と西日本に分け、

BOSSセンターを関東と関西の2カ所に

設置し、24時間365日お客さまのビルを

見守っています。

　従来、ビル管理に関しては、ビル管理会

加している状況です。ビルの設備員の能

力によって、設備運用の効率や省エネ化に

大きな差が出てしまうため、ビルオーナー

にとってこれらを平準化して管理すること

は大きな課題です。BOSSセンターによ

る監視体制と豊富な経験・知識を持った

アズビルのエンジニアがお客さまのビル

管理を行うことで、コストを抑えビル管理

の品質を向上させ、ビルオーナーや設備

員は、本来、「人」でなければできない作業

やマネジメントの実務に注力することがで

きるのです。また、中央監視装置やBOSS

センターで収集・蓄積している設備の運

転データを分析することで、アズビルから

設備の運用改善や省エネ施策の提案も実

施し、状態・警報監視だけではない、総合

的なビル管理サービスを提供し、お客さま

の建物の価値向上に貢献しています。

ニューノーマル時代にも対応
ビル管理におけるケイパビリティ

　2020年は新型コロナウイルスの感染

が拡大し、その影響であらゆる業種で在宅

勤務という働き方に大きくシフトしてきま

した。ビルを管理する設備員についても、

人材が不足する中で働き方の改革が求め

られています。遠隔からビルの設備を監視

することができれば、設備員が現場にいな

くてもタブレット端末などから設備や機器

の状態を把握することができ、負担軽減が

図れるとともに働き方の見直しも実現で

きます。

　アズビルでは、このような総合的なビル

管理のサービスを提供しているBOSSセ

ンターのケイパビリティを実感していただ

くために、実際の管理状況を見学してもら

う機会を設けています。さらに、同セン

ターには実際の建物の運用を通じた知見

が蓄積されていることから、ビル管理や自

動制御の教育の場としても活用されてい

ます。新型コロナウイルス感染拡大状況

の現在では、BOSSセンターに足を運ん

でいただくことなく、お客さまのオフィス

からリモートで見学することにも対応＊2し

ており、実際にどのような警報が上がり、

管理されているのかなどを中心にご紹介

Vol.105

■ 総合ビル管理サービスBOSS-24

しています。

　2020年11月から東西のBOSSセン

ターにバックアップ拠点を開設し、自然災

害などの影響で存続が困難になった場合

でも確実にビルの状態を遠隔から監視で

きる体制を確保し、BCP＊3の観点からも

サービス継続可能な基盤の拡充に取り組

んでいます。

　今後もアズビルは、設備員不足、働き方

改革や新型コロナウイルス感染拡大の影

響への対応、お客さまの働き方改革などを

支援し、ニューノーマル時代に求められる

ビル管理サービスの提供を通じて、お客さ

まの建物の価値向上に貢献していきます。

空調制御技術で「執務・生産空間の創造」を提供するビルディングオートメーション事業。1984年10月に遠隔監視を用いたビル

管理代行サービスを提供するBOSSセンターとして開設してから36年、総合ビル管理サービス「BOSS-24」の提供を通じて、昼

夜を問わず遠隔から顧客ビルの状態監視や管理を行ってきました。近年の労働人口の減少による設備員不足、働き方改革や新型

コロナウイルス感染拡大の影響を受け、お客さまの働き方改革を支援し、夜間の勤務体系や労働時間に左右されることがないサー

ビスを提供します。

きめ細かなサポートで管理品質の平準化に貢献
遠隔からお客さまの設備を見守るBOSSセンター
― ニューノーマル時代に求められ続けるビル管理サービス ―

ＢＯＳＳセンターで重要な設備の警報を２４時間３６５日監視します

機器の発停/設定変更、警報
監視など運転管理を遠隔か
ら実施し省力を実現

サービスデポ

ＢＯＳＳセンター

必要に応じ出動指示

通信回線

24時間警報監視

お客さま建物

防災センター
・原因調査
・現場復旧

中央監視装置

重要設備の
警報発生

緊急対応

運転管理状態の確認 /連絡
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マンガ：湯鳥ひよ／ad-manga.com

人間の聴覚では聞こえない高い周波数帯の音のこ
と。気体中は伝わりにくく、水や金属などの物質の
中でよく伝わるという性質を持つ。周波数が低いほ
ど波長が長く、高いほど波長は短くなる。

超音波
［Ultrasound / Ultrasonic］

タイタニック号事故が
超音波技術発展のきっかけに

　私たちの耳に届く「音」は、空気を振動

させて伝わる波（音波）のこと。楽器などか

ら発せられた音は、空気を伝わって人間の

耳の鼓膜を震わせ、音として「聞こえる」よ

うになります。この音の波が1秒間に繰り

返される回数を「周波数」と呼び、低音ほ

ど周波数が低い低周波、高音ほど周波数

が高い高周波となります。

　人間の耳で感知できる音（可聴音）の範

囲は、1秒間に20回の波が繰り返される

20Hzから2万回の20kHzまでとされて

います。20kHzより高い周波数は、人の

耳で聞き取れる音を超えているので「超

音波」と呼ばれるのです。

　超音波は可聴音よりも音波がまっすぐ

進みやすいので指向性が高く、空気中より

も水中や固体の方が伝わりやすいという

特性があり、水中ではかなり遠くまで届き

ます。イルカやクジラが水中で餌の位置を

伝達したり、周囲の地形を把握したりでき

るのはそのためです。また、音には異なる

物体にぶつかると反射する性質があり、指

向性が高い超音波は狭い範囲でも反射し

ます。この仕組みを利用しているのがコウ

モリです。コウモリは明るいところでもあ

まり目が見えないのですが、自ら発した超

音波の反射を聴覚で捉えて障害物の有無

を確認しているため、見えないところでも

飛ぶことができます。

　現在、超音波技術は世の中の様々なと

ころで利用されていますが、その大きな

きっかけとなったのは、1912年に氷山

と接触したタイタニック号の沈没でした。

この事故をきっかけに、水中で障害物を

検出する技術の研究が始まったとされて

います。超音波の応用については海洋航

海技術の発展とのかかわりが大きく、第

1次世界大戦では、ドイツ軍のUボートを

筆頭に、各国で潜水艦開発が進み、海中

で他国の潜水艦を見つける技術の研究開

発も加速しました。フランスの物理学者

であるポール・ランジュバンは、圧力を電

気に変換する「圧電効果」から着想を得

て、電気エネルギーを超音波の振動に変

換する圧電素子を開発。この圧電素子は

超音波を発生させる超音波振動子として

活用できると同時に、超音波を検出する

センサにも使われます。この発明がきっ

かけとなり、魚群探知機などのソナー技

術＊1が発展していきました。

医療応用から産業応用まで
幅広く活用されている超音波

　超音波は、医療の現場でも活用されて

います。体の上から器具を押し当て、胎内

の赤ちゃんの様子を観察するときに使わ

れる超音波診断装置がそうです。魚群探

知機で利用している超音波は魚を探した

い範囲によって15kHzの低周波から

200kHzの高周波まで様々ですが、医療

用の超音波診断装置では対象となる部位

の深さによって3MHzから15MHzという

かなり高周波の超音波が使われていま

す。超音波はレントゲンやX線CTのように

放射線被ばくのリスクがなく、体に負担を

与えない検査法です。

　メガネや貴金属の洗浄に使われる超音

波洗浄装置は、超音波で水を振動させた

ときに発生する微細な気泡で汚れを落と

します。一般の人にはなじみが薄いかもし

れませんが、この仕組みは工業の現場で

も応用されており、例えば半導体など微細

な汚れも許されない製造工程では超音波

洗浄機が使われ、強力な超音波で金属を

加工する超音波加工機といった産業用機

械にも活用されています。

液体中を伝わる超音波の速さから
流量を計測する超音波流量計も

　工場設備においては、耳や肉眼では分

からない機器の異常や配管などの損傷部

分を検出するのに超音波が使われていま

す。例えば、エア漏れがあった場合、配管

の微細な亀裂やつなぎ目から気体が噴き

出す際に、人間の耳では聞き取れない音

を発しています。このときに離れたところ

から超音波検出器で捉えることで、漏
ろう

洩
えい

箇所を検出し、修繕を行うことができるの

です。

　また、液体を計測する「流量計」におい

ても超音波を利用することがあります。一

般に使われているのは、配管に超音波セ

ンサを取り付けたクランプオン式超音波

流量計です。

　超音波以外にも電磁場を使った電磁流

量計がありますが、超音波流量計は導電

性のない液体や気体でも計測でき、クラ

ンプオン式の場合は金属配管や樹脂配管

など、様々な配管に後付けが可能です。こ

のように用途が広く計測精度もそれなり

に高いといったメリットがあり、世界では

今改めて超音波を使った技術が注目され

ています。

　将来的には、非接触で位置計測などが

できる超音波の特性を活かし、無線技術

の代替として使うことなども考えられま

す。超音波というシンプルな物理現象では

ありますが、応用範囲はまだまだ広く、多

くの可能性が秘められています。
＊1：		ソナー技術
	 音波によって物体を探知する技術。海中に向けて超音波を

発射し、その反射波を捉えることで目的の物体を探す。
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　長良川鉄道は岐阜県を南北に貫く第三セクターの鉄道
で、美濃太田駅から北濃駅まで全長70km強の路線である。
もともとは越

えつ

美
み

南
なんせん

線とも呼ばれ、福井県を走る越
えつ

美
み

北
ほく

線
せん

九
く

頭
ず

竜
りゅう

湖
こ

駅に接続し、国鉄「越美線」としてその名のとおり美濃
（岐阜県）と越前（福井県）を結ぶ鉄道となるはずだった。
　日本三大清流として知られ、ダムがないことや鵜

う

飼でも
有名な長良川に沿って走るこの路線は、観光客に人気だ。そ
のため車窓から美しい流れが楽しめるように、絶景ポイント
で徐行運転する「ゆら～り眺めて清流列車」が毎日2便運行。
また、金、土、休日を中心に鮮やかなロイヤルレッドが目を
惹
ひ

く観光列車「ながら」も運行され、春には咲き誇る桜の木

と華やかなコラボレーションを見せる。車両デザインは全国
の観光列車をプロデュースする水

み と

戸岡
おか

鋭
えい

治
じ

氏が手がけてお
り、岐阜県産の木材がふんだんに使われた車内は落ち着い
た雰囲気だ。プランによって車内で岐阜県の食材を知り尽く
した地元のシェフが手がけるスイーツやお弁当、地酒などを

味わいながら列車旅を楽しめ
るのもうれしい。

昨年、予定していた家族での
旅行が白紙になったので、気
持ちだけでも旅行気分になろ
うと、全国各地の温泉が楽し
める入浴剤を買いました。たく
さん種類があり、選ぶ楽しさと
体を芯から温めてくれる感じ
が分かるので、今は毎日のバ
スタイムが楽しみです。早く
終息することを願って、一人
ひとりができることを探してい
きましょう！（pon）

編 集 後 記

（株）水谷事務所代表／NPO法人 MERRY PROJECT 代表理事　水谷 孝次さん

「勉強すること」

街中には仏教のシンボル「ブッダズ・アイ」があり、人々
を優しく見守っている。人よりも神々の方が多く住む街
といわれているカトマンズ。貧困、教育、カースト、地震
など様 な々社会問題を抱えている中、障がいのある子
ども達はどのように暮らしているか？ 私は心配していた。
そんな中、笑顔の復興支援活動として、障がい者支援
施設「DISABLED SERVICE ASSOCIATION」を
訪問。ここには、視覚障がい・聴覚障がい・肢体不自
由など様々な子ども達が、障がいをものともせず笑顔
いっぱいで暮らしていた。仏教の考えから、もともとお
互いが協力しながら助け合っていくという文化が根強いネパール。問題があれ
ばあるほど、笑顔と優しい気持ちで仲良く生きている。この「尊敬」と「信頼」が
作り出している笑顔のデザインこそが、現代に最も必要である。

MERRY メッセージ

ネパール・カトマンズ

長良川に沿って走る観光列車から満開の桜並木を眺める
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沿線にある郡上（ぐじょう）八幡は古い町並み
が残り、天空の城として有名な郡上八幡城や
日本三大盆踊りの一つである郡上おどりなど
観光客に人気の町だ。

長 良 川 鉄 道
NAGARAGAWA TETSUDO

関 市 役 所 前
SEKISHIYAKUSHOMAE

関 下 有 知
SEKISHIMOUCHI

きめ細かなサポートで管理品質の平準化に貢献
遠隔からお客さまの設備を見守るBOSSセンター

特 集 オンリーワンのデザインが楽しい
アート補聴器

・千代田区立九段小学校・幼稚園
・ソリッドスクエア

超音波
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